



























































































































































中が 8人，自転車乗用中が 7人，自動車乗車中が 5人となっています。そして
歩行中の死者24人中18人が横断中の事故であります。
　また，資料の 3枚目をご覧ください。この資料で特に注目してほしいのは，
右端にある「（ 7）シートベルト着用有無別」とある円グラフです。11月末現
在で平成23年に，京都府内で自動車乗車中に亡くなられたのは残念ながら19人
なのですが，そのうちシートベルトを着用していたのが 7人（高齢者 3人）で
全体の36.8％です。逆にシートベルトを着用していなかったのは，19人中12人
（高齢者 2人）で全体の63.2％です。そして，これは是非とも理解しておいてほ
しいのですが，そこの資料に書いてあるように，シートベルト非着用の12人中
9人については，シートベルトを着用していたら生存されていた可能性がある
という事例なのです。前席（運転席・助手席）だけでなく，平成20年 6 月から後
部座席についてもシートベルトの着用が義務づけられています。しかし，いま
だにシートベルトを着用していない人も多くおられます。シートベルトを付け
るとどのような違いがあるかというと，大きな違いは車外放出です。交通事故
の際，急ブレーキを踏みます。その際にシートベルトを着用していないと，フ
ロントガラスを突き破って，乗車している人の身体が車外に投げ飛ばされたり
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することもあるのです。シートベルトを付けるという，ちょっとしたことに気
をつけるだけで，助かる命が多いということ，交通事故というのは一人一人の
意識が大切だということを是非覚えておいてください。
４ 　飲酒検知拒否罪
　この講演は，刑事訴訟法の授業の学生さんが主に受講してくれていると聞い
ていますので，刑事訴訟法の授業に関係ある飲酒検知拒否罪についても，少し
話しておきたいと思います。資料にも載せておきましたが，飲酒検問でアル
コール検知を行ううえで，それを拒否した判例（昭和51年 3 月16日）があります。
この判例のように，飲酒検問では呼気検査を行いますが，このアルコール検知
を拒否した際には，道路交通法違反として飲酒検知拒否罪で現行犯逮捕される
こともあります。この飲酒検知拒否罪については，平成19年に道路交通法の酒
酔い運転や酒気帯び運転などに対する罰則が引き上げられたことに伴い，飲酒
検知拒否罪の罰則も30万円以下の罰金から 3年以下の懲役又は50万円以下の罰
金まで引き上げられています。しかし，実務家としては，いきなり現行犯逮捕
するわけではありません。逮捕するとしても，まず呼気検査に応じるように説
得するなど，段階をきちんとふむことが大事です。
５ 　交通警察の任務
　最後に，今日は交通警察の任務等について話させてもらいましたが，京都学
園大学法学部には警察・消防コースがあり，この中にも警察官を志望する学生
さんも多いと伺っています。現在，京都府警でも，将来の交通警察を担ってい
く若手の育成が課題となっているので，今回，警察官を希望する可能性がある
若い方にお話しできる機会を得たことは大変有意義です。今日の講演でどのよ
うな話に興味が持てたのか，今後も実務家の話を聞いてみたいと思うかという
ことについて，みなさんの感想を聞かせていただければと思います。
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６ 　学生からの質問
　Q．ご講演ありがとうございました。私は，警察官を目指しているのですが，
警察官の仕事は，ご講演にもあったようにきちんとした手続をふむなど判断が
難しいことも多いと思います。経験が浅いうちは失敗もすることもあると思う
のですが失敗をした場合にはどうなるのでしょうか。
　A．そうですね。失敗は誰にでもあると思います。私にもありました。誰で
も失敗する可能性があるので，重要なのは失敗してしまったあとにどのように
対処するかです。経験ある先輩方に教えられながら，正しく，きちんと対処し
ていくことが重要だと思います。
